
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
Ｉ
Ｐ
ｖ
６
に
対
応

し
た
ユ
ビ
キ
タ
ス
Ｂ
Ａ
Ｓ
（
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
に
よ
り

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ビ
ル
の
最
適
管

理
を
実
現
す
る
。

最
後
に
当
社
が
取
り
組
ん
で
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
「
屋

上
緑
化
」
を
ご
紹
介
す
る
。
昨
年
、

当
社
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
の
水
気
耕

栽
培
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
を
実

施
し
た
。
狙
い
は
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
緩
和
に
よ
る
地
域
環
境

の
改
善
、
空
調
負
荷
低
減
に
よ
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
光
合
成
に
よ

る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、
景
観
の

向
上
、
そ
し
て
資
産
の
有
効
活
用

だ
。水

気
耕
栽
培
シ
ス
テ
ム
は
肥
料

を
溶
か
し
た
水
で
栽
培
す
る
仕
組

み
で
、
土
を
使
わ
ず
ユ
ニ
ッ
ト
化

さ
れ
て
い
る
の
で
、
防
水
層
を
痛

め
ず
、
設
置
が
簡
単
な
上
、
軽
量

な
の
で
荷
重
の
問
題
も
な
い
。

実
験
の
結
果
、
屋
根
表
面
温
度

は
最
大
セ
氏
二
十
七
度
も
下
が

り
、
屋
上
直
下
階
の
天
井
面
は
最

大
三
・
三
度
下
が
っ
た
。
こ
う
し

た
効
果
に
加
え
収
穫
の
喜
び
も
あ

る
。現

在
、
オ
フ
ィ
ス
、
商
業
施
設
、

学
校
な
ど
に
導
入
さ
れ
、
学
校
で

は
環
境
教
育
に
も
生
か
さ
れ
て
い

る
。

優
良
な
企
業
経
営
を
行
い
、
社
会

的
評
価
、
企
業
価
値
を
高
め
て
、

お
客
様
の
競
争
優
位
と
成
長
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。具

体
的
に
は
環
境
経
営
支
援
、

環
境
負
荷
低
減
、
環
境
リ
ス
ク
対

策
と
い
う
三
本
柱
を
軸
に
い
ろ
い

ろ
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す

る
。日

本
経
済
新
聞
社
の
環
境
経
営

度
指
標
ラ
ン
キ
ン
グ
（
通
信
・
サ

ー
ビ
ス
部
門
）
で
当
社
は
昨
年
度

四
位
に
な
っ
た
。
七
位
ま
で
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
企
業
が
六
社
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
お
り
、
そ
の
一
因
と

し
て
我
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
貢
献
で

き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
、
ほ
か
の
お
客
様
に
も

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

環
境
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に

は
、
無
限
の
星
が
あ
る
宇
宙
の
中

で
、
地
球
が
い
か
に
奇
跡
的
な
星

か
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ほ
ど
恵
ま
れ
た
奇
跡
の

星
か
ら
人
類
は
い
ろ
い
ろ
な
物
を

収
奪
し
て
進
歩
し
て
き
た
が
、
も

は
や
収
奪
で
き
る
時
代
は
終
わ
り

つ
つ
あ
る
。

金
属
資
源
を
人
間
が
採
掘
し
始

め
て
わ
ず
か
一
万
年
程
度
だ
が
、

す
で
に
大
半
を
使
い
切
ろ
う
と
し

て
い
る
。
主
要
な
鉱
物
は
あ
と
百

年
以
内
で
底
を
突
く
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
も
石
油
が
四

十
年
程
度
で
枯
渇
す
る
と
予
想
さ

れ
、
新
し
い
油
田
が
発
見
さ
れ
て

も
寿
命
は
百
年
以
内
で
あ
る
。
天

然
ガ
ス
も
百
年
。
原
子
力
発
電
用

の
ウ
ラ
ン
も
現
在
の
技
術
で
使
用

す
れ
ば
百
年
以
下
で
あ
る
。

森
林
の
消
滅
は
さ
ら
に
深
刻

だ
。
熱
帯
雨
林
は
す
さ
ま
じ
い
勢

い
で
伐
採
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま

ま
進
め
ば
あ
と
四
百
年
で
地
球
か

ら
森
林
は
消
滅
す
る
。
二
酸
化
炭

素
を
酸
素
に
変
え
る
役
割
の
三
分

の
一
が
森
林
だ
か
ら
、
人
類
は
四

百
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
絶
滅
す

の
〇
・
〇
〇
八
％
で
し
か
な
い
。

こ
の
水
が
汚
染
や
灌
漑
（
か
ん

が
い
）
農
業
で
失
わ
れ
、
現
在
、

十
二
億
人
が
毎
日
の
飲
み
水
さ
え

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

二
〇
二
五
年
に
は
五
十
億
人
、
五

〇
年
に
は
七
十
億
人
が
水
不
足
に

地
球
の
歴
史
上
、
短
期
間
で
こ

れ
ほ
ど
の
気
温
変
化
は
例
が
な

い
。
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る
の

か
想
像
で
き
な
い
が
、
平
均
気
温

一
・
五
―
二
・
五
度
上
昇
で
二
〇

―
三
〇
％
の
生
物
が
絶
滅
し
、
四

度
上
昇
で
三
十
億
人
が
水
不
足
に

酸
化
炭
素
の
削
減
手
段
と
し
て
、

地
下
や
海
底
に
圧
縮
し
て
埋
め
る

研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
実
現
は

五
〇
年
以
上
先
で
、
待
っ
て
い
ら

れ
な
い
。
そ
こ
で
、
当
面
最
も
効

果
的
な
方
法
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

の
削
減
だ
。

し
か
し
、
自
動
車
や
家
電
製
品

を
使
わ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
現
在
の
生
活
を
維
持
し
な
が

ら
節
約
す
る
に
は
技
術
開
発
な
ど

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
す
る

こ
と
だ
。
こ
の
指
標
を
「
フ
ァ
ク

タ
ー
」
と
呼
ぶ
。
例
え
ば
従
来
の

半
分
の
消
費
電
力
で
動
く
エ
ア
コ

ン
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
が
二
倍
と
い
う
意
味
で

「
フ
ァ
ク
タ
ー
２
」
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
製
品
は
す
で
に
多

数
あ
り
、
新
型
の
家
電
製
品
は
以

前
に
比
べ
る
と
大
幅
に
消
費
電
力

が
減
っ
て
い
る
。
古
い
家
電
製
品

を
新
製
品
に
替
え
る
だ
け
で
節
約

に
貢
献
で
き
る
。
白
熱
灯
を
電
球

型
蛍
光
灯
に
替
え
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

使
わ
な
い
と
き
に
消
費
す
る
待

機
電
力
も
日
本
の
電
力
供
給
量
の

七
％
に
な
る
。
ス
イ
ッ
チ
付
き
の

テ
ー
ブ
ル
タ
ッ
プ
に
家
電
製
品
を

つ
な
い
で
夜
間
な
ど
は
切
っ
て
お

け
ば
節
約
で
き
る
。

大
幅
な
節
約
を
で
き
る
の
が
情

報
通
信
技
術
だ
。
例
え
ば
新
聞
宅

配
か
ら
電
子
新
聞
に
な
る
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
は
二
十
分
の
一
に
な

る
。
紙
の
本
か
ら
電
子
書
籍
に
な

る
と
四
十
分
の
一
で
済
む
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
の
試
算
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の

導
入
効
果
は
三
・
九
％
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
節
約
に
な
る
と
い
う
。

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
も
エ
ネ
ル
ギ

ー
節
約
に
有
効
だ
。
江
戸
は
世
界

的
に
見
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
が
進
ん

だ
都
市
だ
っ
た
。
日
本
に
は
「
縮

小
し
て
も
発
展
で
き
る
」
伝
統
的

文
化
が
あ
る
。
そ
の
文
化
・
思
想

を
世
界
に
広
め
て
い
く
の
が
日
本

の
役
割
だ
ろ
う
。
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「
フ
ァ
ク
タ
ー
Ｘ
」
製
品
を
利
用

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
削
減
を
推
進

日
本
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の

中
で
建
物
関
係
が
占
め
る
割
合
は

大
き
い
。
二
〇
〇
五
年
度
で
は
新

築
工
事
七
％
、
改
修
工
事
二
％
、

建
物
運
用
三
二
％
と
、
そ
の
合
計

は
全
排
出
量
の
四
一
％
に
も
達
す

る
。
一
九
九
〇
年
度
か
ら
三
％
増

え
て
い
る
。

事
務
所
ビ
ル
の
「
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
二
酸
化
炭
素
量
」（
建
物
を

設
計
し
て
か
ら
解
体
す
る
ま
で
に

排
出
さ
れ
る
総
量
）
を
見
る
と
、

運
用
が
七
割
を
占
め
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
設
計
時
に
環
境
対
策
を

考
慮
し
た
設
計
を
行
う
こ
と
や
、

運
用
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
対
策

江
戸
時
代
、
日
本
人
は
ほ
と
ん

ど
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
で
生
き

て
き
た
。
江
戸
時
代
に
比
べ
て
い

ま
は
一
人
当
た
り
百
倍
以
上
も
エ

て
い
る
が
、
二
十
年
ほ
ど
前
に
グ

ル
ー
プ
全
体
の
省
エ
ネ
に
取
り
組

ん
だ
。
そ
の
結
果
、
電
気
代
を
六

百
億
円
か
ら
五
百
億
円
ま
で
下
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ン

テ
ン
研
究
所
に
エ
イ
モ
リ
ー
・
ロ

ビ
ン
ス
博
士
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
資
源
問
題
の
世
界
的
権
威
が

京
都
議
定
書
は
ロ
シ
ア
の
批
准

に
よ
っ
て
二
〇
〇
五
年
二
月
に
発

効
し
、
翌
〇
六
年
に
は
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
評
価
員
を
抱

え
、
環
境
性
能
の
優
れ
た
建
物
を

提
案
し
て
い
る
。

既
存
の
建
物
で
も
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ

Ｅ
に
沿
っ
て
環
境
性
能
を
向
上
さ

せ
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
可
能
だ
。

当
社
で
は
建
物
の
企
画
設
計
か

ら
解
体
ま
で
の
間
で
環
境
負
荷
を

低
減
さ
せ
る
「
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

フ
・
サ
イ
ク
ル
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｇ
Ｌ
Ｍ
Ｃ
）」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
は
建
物

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
と
環

境
負
荷
、
建
物
に
期
待
し
て
い
る

効
果
の
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
、
最
適
化
を
図
る
も
の
だ
。
特

に
建
物
長
寿
命
化
が
カ
ギ
を
握

る
。加

え
て
、
省
エ
ネ
化
が
重
要
だ

が
、
そ
の
た
め
に
は
「
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
」

（
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
分
析
・
評

価
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
行
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た

い
る
が
、
我
々
は
博
士
の
知
見
も

得
な
が
ら
新
た
な
省
エ
ネ
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

博
士
は
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
発
想

を
転
換
す
れ
ば
建
物
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
か
な
り
削
減
で
き
る
と
主
張

し
て
い
る
。「
ネ
ガ
ワ
ッ
ト
」
と

い
う
概
念
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
な
ワ
ッ
ト
の
こ
と
。
つ

ま
り
、
節
電
に
よ
っ
て
使
わ
れ
な

か
っ
た
電
力
を
発
電
所
な
ら
ぬ

「
節
電
所
」
と
考
え
、
節
電
所
を

「
建
設
」
し
て
、
社
会
の
利
益
に

す
れ
ば
い
い
と
い
う
わ
け
だ
。

当
社
で
は
こ
う
し
た
戦
略
的
な

省
エ
ネ
も
含
め
て
、「
グ
リ
ー

ン
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

始
め
た
。
環
境
リ
ス
ク
を
抑
え
、

改
定
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
温
暖

化
ガ
ス
を
一
定
量
以

上
排
出
す
る
事
業
者

（
特
定
排
出
者
）
に

排
出
量
の
算
定
と
国

へ
の
報
告
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
。

議
定
書
の
削
減
目

標
達
成
は
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

お
り
、
個
人
や
自
治
体
も
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
や
は
り
企
業
が
果
た
す

頼
と
い
う
企
業
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
が
上
が
り
、
売
り
上
げ
、
価

格
の
維
持
、
資
金
の
獲
得
な
ど
が

有
利
に
な
る
。
社
内
に
向
け
て
も

社
員
の
や
る
気
や
自
信
に
つ
な
が

る
。環

境
省
が
昨
年
末
に
行
っ
た

「
環
境
に
や
さ
し
い
企
業
行
動
調
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に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

環
境
建
築
デ
ザ
イ

ン
に
関
し
て
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は

「
建
物
グ
リ
ー
ン
設

計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
制
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
産
官
学
で
開

発
さ
れ
た
建
物
の
環
境
面
か
ら
の

格
付
け
評
価
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」

（
建
築
物
総
合
環
境
評
価
シ
ス
テ

ム
）
が
あ
り
、
当
社
で
は
こ
れ
ら

に
基
づ
い
た
環
境
性
能
の
高
い
建

物
を
提
案
し
て
い
る
。

設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
一
九
九

七
年
に
策
定
し
、
建
物
の
長
寿
命

化
、
有
害
物
質
の
使
用
抑
制
・
撤

廃
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
な
ど
七
つ

の
環
境
配
慮
項
目
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
は
〇
一
年
か
ら

開
発
が
進
め
ら
れ
、
最
近
、
環
境

面
の
格
付
け
手
法
と
し
て
大
変
活

用
さ
れ
て
い
る
。
当
社
で
は
国
内

査
」
に
よ
る
と
、
過
去
三
年
間
で

環
境
に
関
す
る
考
え
方
で
は
「
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
」
と
と
ら
え
る

発
想
が
減
り
、「
企
業
の
社
会
的

責
任
の
一
つ
」
と
考
え
る
企
業
が

急
増
し
八
〇
％
に
達
し
た
。ま
た
、

環
境
に
関
す
る
経
営
方
針
、
具
体

的
目
標
、
行
動
計
画
な
ど
を
策
定

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
が
、

月
尾
先
生
の
お
っ
し

ゃ
る
よ
う
に
遺
伝
子

の
中
に
は
省
エ
ネ
文

化
が
残
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
環
境

問
題
で
日
本
が
世
界

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
う
る
要
素
は

あ
る
と
思
う
。

一
九
七
〇
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
を
契
機
に
日
本
の
製
造
業
は

省
エ
ネ
を
進
め
た
。
例
え
ば
鉄
鋼

業
は
生
産
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
二
〇
％
を
減
ら
し
、
石
油
化
学

業
は
三
〇
％
削
減
し
た
。

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
に
よ
る
と
温

暖
化
対
策
の
た
め
に
は
企
業
・
個

人
の
自
主
的
な
行
動
が
不
可
欠
で

あ
り
、
今
、
適
切
な
温
暖
化
ガ
ス

削
減
に
向
け
て
行
動
す
れ
ば
、
経

済
的
損
失
を
全
世
界
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
三
％
未
満
に
抑

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
側
だ
け
で
な
く
、
個
人
や

企
業
な
ど
需
要
側
も
地
球
に
対
す

る
必
要
な
負
担
を
行
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

当
社
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
建
物
な
ど
を
管
理
し

企画・制作＝日本経済新聞社広告局

「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」に
基
づ
い
て

環
境
性
能
に
優
れ
た
建
物
提
案

環
境
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
展
開

企
業
価
値
高
め
競
争
力
優
位
へ

信
頼
性
、経
済
性
、環
境
適
合
性

3
つ
の
バ
ラ
ン
ス
、最
適
に
保
つ

環
境
へ
の
取
り
組
み
は
企
業
の
社
会
的
責
任

「地球環境と企業経営」

す
る
企
業
が
年
々
増
え
て
い
る
。

環
境
に
関
す
る
目
標
で
は
「
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
」
が
六
割
以
上

と
最
も
多
い
。

こ
う
し
た
中
で
、
当
社
で
は

「
グ
リ
ー
ン
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ

ョ
ン
」
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。
こ
れ
は
企
業
の
環
境

経
営
を
、
特
に
建
築
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
分
野
で
多
角
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
、
環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

な
ど
の
環
境
経
営
支
援
、
省
エ
ネ

や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
環

る
こ
と
に
な
る
。

最
大
の
問
題
が
淡
水
の
枯
渇

だ
。
地
球
の
水
の
九
七
％
は
塩
水

（
海
）
で
、
残
り
三
％
の
淡
水
の

う
ち
、
七
割
は
南
極
の
氷
床
や
高

山
の
氷
河
で
、
三
割
は
地
中
に
あ

る
。
生
物
が
生
き
る
た
め
に
利
用

し
て
い
る
川
や
湖
の
淡
水
は
全
体

陥
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
。

化
石
燃
料
を
短
期
間
に
使
い
す

ぎ
た
結
果
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭

素
濃
度
は
急
速
に
上
が
り
、
地
球

全
体
で
は
過
去
百
年
間
で
平
均
気

温
が
〇
・
八
度
も
上
が
っ
た
。
こ

の
ま
ま
い
く
と
二
一
〇
〇
年
に
は

六
・
四
度
上
が
る
。

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
環
境
問

題
に
ど
の
よ
う
に
挑
戦
す
る
べ
き

か
を
検
討
す
る
。

大
気
の
温
暖
化
を
加
速
す
る
二

講演Ⅲ

「
地
球
に
や
さ
し
い
グ
リ
ー
ン
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
　
事
業
開
発
部
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
長

長
谷
川
淳
氏

講演Ⅰ

「
地
球
環
境
と
企
業
経
営
〜
グ
リ
ー
ン
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
　
常
務
取
締
役
　
池
辺
裕
昭
氏

講演Ⅱ

「
経
営
面
か
ら
考
え
た
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部
副
本
部
長
　
山
下
隆
司
氏

べ
き
社
会
的
責
任
は
重
く
な
っ
て

い
る
。

企
業
に
は
今
後
、
法
規
や
道
徳

の
順
守
な
ど
の
社
会
的
側
面
、
企

業
活
動
の
継
続
的
発
展
を
実
現
す

る
経
済
的
側
面
、
そ
し
て
環
境
的

側
面
と
い
う
三
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

環
境
へ
の
取
り
組
み
は
以
前
に

比
べ
る
と
企
業
活
動
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
だ
と
い
う
評
価
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
取
引
先
、
顧
客
、
消
費
者

な
ど
に
対
し
て
安
全
・
安
心
・
信

枯
渇
す
る
地
球
資
源

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
も
有
効

「地球環境と企業経営」広告企画

NTTファシリティーズへのお問い合わせはフリーダイヤル 0120-72-73-74（土日祝日を除く午前９時～午後5時）まで

サミット（主要国首脳会議）においても温暖化ガス削減が重要なテーマとして取り上げられるほど、現在、環境
問題は喫緊の課題になっている。人類の未来も左右しかねない地球環境に関して、企業が経営的にも社会的にも真
剣に考え、対応する時代になった。そこで日本経済新聞社は、東京大学月尾嘉男名誉教授と環境問題に熱心に取り
組むNTTファシリティーズに協力いただき、日経産業新聞フォーラム2007「地球環境と企業経営」を開催した。

境
負
荷
低
減
、
そ
し
て
、
廃
棄
物

処
理
な
ど
を
含
め
た
環
境
リ
ス
ク

対
策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
だ
。

こ
の
う
ち
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
中
心
と
し
た
「
グ
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
」へ
の
取
り
組
み
で
は
、

そ
の
中
核
と
な
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
総
合
診
断
」に
よ
っ
て
、

信
頼
性
と
経
済
性
と
環
境
適
合
性

の
最
適
化
を
目
指
し
て
い
る
。

一
般
的
に
は
節
電
対
策
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
設
備
に

よ
っ
て
は
信
頼
性
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え

ば
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
や
基
幹
シ

ス
テ
ム
は
経
済
性
よ
り
も
信
頼
性

に
重
き
を
置
く
必
要
が
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
で
は
経
済
性
、
環
境
適

合
性
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
信
頼
性
を
向
上
し
な
が
ら
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低
減

し
た
実
績
も
あ
る
。
当
社
で
は
お

客
様
の
シ
ス
テ
ム
に
最
適
な
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
見
直
し
策
を
提

案
す
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
具
体
例

で
は
、
千
n
|
以
上
の
太
陽
光
発

電
を
設
置
す
る「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」

を
、
共
同
利
用
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
導
入
す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
信
頼
性
・
経
済
性
・
環

境
適
合
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
が
企
業
価
値
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。


